
         

 

 

    

 

 

 

具体的な取組２～地域貢献プロジェクトの展開～ 

 

 

 

 

 

 

 

○３年生 （特産物） 

  ３年生は，びわ農家の山中さんを MT に，びわの実の袋かけや収穫

などの体験活動をしたり，MTへのインタビューを繰り返して行ったり

しました。そこで，昔は盛んだった小松原・風早のびわ作りが，今では，

生産者の多くがお年寄りになり，世話の大変なびわをあまり作らなくな

ったため，生産量が減少していることを知りました。 

また，森尾水産で牡蠣うち見学をした際にも，MTの森尾さんから，

働き手が不足していることを聞き，びわ作りと共通の悩みをもたれてい

ると気付きました。子どもたちは，後継者不足を解決するために，小松

原・風早のびわだけでなく安芸津町の特産物のよさを知ってもらい有名

にすることが，問題解決につながると考えました。そこで，メタセコイ

ヤ文化祭では，一人一人が屋台の店主になったつもりで料理や商品等を

考え，提案することができました。 

 

○４年生（まちの宝物） 
４年生は，大田地域の特色を調べ，地域を活性化するために，自分た

ちにできることを考えることを単元のゴールとしました。 

MT の井川さん・坪浦さんと，実際に大田地域を歩く中で，子どもたち

は，棚田や蛍といった自然の豊かさや，地域の人が大切にしている物を

感じ取りました。また，インタビューから，歴史や地域の発展のために

尽くした人の思いについて知ることができました。一方で，子どもが減

ってしまったことや，もっと町を昔のようににぎやかにしたいという地域の方の思いにも気づき

ました。これらの活動を通して，子どもたちは大田地域に愛着をもち，「大田をもっとたくさんの

人に知ってほしい。」との思いから，大田の祭りに参加することにしま

した。お祭りでは，大田地域を題材としたクイズ，ダンス，合唱，リコ

ーダー演奏を披露し，大いに盛り上げました。 

小松原地域でも MT の吉田さんと共に地域を歩き，お話を聞くこと

で，どの地域にも大切に受け継がれている歴史や物，そしてそこに住む

人々の思いがあると気付くことができました。 

  

○５年生（社会福祉） 

 ５年生は，「あきまろ園」の訪問をきっかけに，入所しているお年寄

りの方が，あまり外出ができず，人に会う機会が少ないため，寂しい

思いをされていることを知りました。また，車いす体験や高齢者疑似

体験を通して，お年寄りの体は若い人と同じようには動かせないこと

や，生活の難しさなどに気付くことができました。 

そこで，子どもたちは，「あきまろ園のお年よりを笑顔にしようプロ

ジェクト」と題して風早小学校の写真のパズルを作ってプレゼントしたり，歌の発表をしたりす

ることができました。プレゼントを大事そうに受け取ったり，寝たきりの方までも起きて迎えて

くださったりする様子に，子どもたちは「これからも，もっと訪問をして，お年寄りを笑顔にし

たい。」との思いをもちました。 

 

○６年生（地域の歴史） 

 ６年生は， MTとして安芸津町史編纂委員の二宮さんを招いて，風

早小学校区の興味深い歴史についてたくさん学びました。そこで，今

に続く風早校区の歴史や伝統は，大切に思う人々が代々受け継いでき

たことに気付きました。同時に，地域では，人口減少に伴い，地域の

伝統文化の継承が危ぶまれていることにも気付きました。 

子どもたちは，地域のよさを発信することで人口減少問題が解決で

きるのではないかと考えました。また，これまでに神賑行列等の地域行事に参加した経験も地域

の人の思いに深く共感するきっかけにもなりました。これらの活動を通して，多くの人が参加す

る学習発表会で，「風早の轍（わだち）」と題して，今に生きる自分たちで歴史をつないでいこう

とのメッセージを発信することができました。 

 

来年度もよろしくお願いします 
 コミュニティースクール推進にあたり，以上のような実践を行ってきました。子どもたちは，

自分たちの身近に住む地域の方々と多くの交流を重ねることがで，地域とのつながりや愛着を

これまで以上に感じていました。また，総合的な学習の時間では，問題を解決しようと，みん

なで助け合いながら積極的に取り組みました。成し遂げた時の喜びを感じることで，自信・達

成感をもつことができました。来年度も，これらの実践に磨きをかけ，学校・保護者・地域の

結びつきをより強固にして子どもたちを育てていきたいと思います。よろしくお願いします。 

風早小学校 コミュニティスクールだより     平成３１年 ３月２５日 第３号  

 

 

 

                            

                         

総合的な学習の時間のリニューアルをしました 

地域に誇りと愛着をもち，地域を元気にしようとする子どもを育てることを目的として， 

総合的な学習の時間の見直しを図ることにしました。ポイントは，地域の願いをどれだけ学

習内容に反映させることができるかです。そのため，今年度は，マイタウンティーチャー

（MT）の方々に参加していただき，単元の流れについて助言をいただきました。 


